2024年度　　　　第6回運営推進会議議事録


日時：2025年3月25日（金）10：00～11：30
場所:：グループホーム出雲　
参加者：民生委員　
　　　　　　福祉委員　
　　　　　　町内会長　
出雲市役所高齢者福祉課　
大社高齢者あんしん支援センター　
サンキ・ウエルビィ　介護センター出雲　
サンキ・ウエルビィ　小規模多機能センター、
グループホーム出雲スタッフ２名　


1. グループホームおよび小規模多機能センター状況報告

☆グループホーム　１Ｆ：　入所者９名　（男性1名・女性8名）
　　　　　要介護１　…　２名　　　要介護２　…  ４名　　　要介護３　…　１名
　要介護４　…　１名　　　要介護５　…　１名　　　(平均介護度　2.45)

☆グループホーム　２Ｆ：　入所者９名　（男性０名・女性９名）
　　　　　要介護１　…　１名　　　要介護２　…　２名　　　要介護３　…　４名
要介護４　…　１名　　　要介護５　…　１名　　  (平均介護度　2.88)

☆小規模　登録者27名　（男性９名・女性18名）
要介護１　…　６名　　　要介護２　…　10名　　　要介護３　…5名
　　　要介護４　…  ５名　　  要介護５　…　１名　　　申請中…２名 (平均介護度　2.44)　

〈グループホーム状況報告〉
　　２月１８日に男性のご利用者さま熱発あり。酸素濃度低下により緊急搬送となる。肺炎の
　　ため長期の治療必要となり３月９日に退去となられた。
　　３月１５日に女性のご利用者さまが入居され、現在は1Ｆ、2Ｆとも満床。

〈小規模多機能センター出雲状況報告〉
　　現在、２７名登録。２６日より新規利用者さまが利用スタート予定となっているため、
　　２８名登録となる。残り１枠空いている状況である。３月１０日からコロナ感染者がぽつぽつ
　　と出はじめている。感染されたご利用者さまの中には、現在入院されている方もおられるため、
　　引き続き、感染拡大にならないよう感染予防対策の徹底を行っていく。
　
。

　　
2. 小規模多機能センター及びグループホーム活動報告　

〈小規模〉

　２月、久しぶりに春のようなお天気になり、キララ多岐までドライブに出掛けました。風はまだ少し冷たかったですが、海を眺めながら車中でお茶会を楽しまれました。気分転換にもなり、「久しぶりに良かったわ～楽しかったわ」と皆さん、とても喜んでおられました。リモート初詣会では、スタッフが出雲大社へ撮影に出掛け、映像をスクリーンで流しながらツアーコンタクターの解説付きで大社さんをご案内しました。映像を見ながら、手を合わせて拝んでおられるご利用者さまもおられました。３月は、恒例のひな祭り会を開催しました。昼食はご利用者さまと一緒にちらし寿司をつくり、お祝いしました。午後のティータイムは、桜餅作りを行い、ひな人形を眺めながら召し上がられました。「自分ところでも桜餅が作れるんだね～」と興味津々のご様子でした。ようやく春日和となってきましたので、外出レクの機会も多く取り入れていきたいと思います。

　
　　
　　

　　

　　

　
〈グループホーム〉



《グループホーム》
　　1月に開催できなかった新年会を2月に開催しました。利用者さんの中にお肉が苦手な方がおられお魚メインの寄せ鍋を作りお昼に食べました。節分祭では赤鬼、青鬼が登場し「鬼は外～、福は内～」と
ボールを力強く投げていました。午後のおやつには恵方巻に似ているロールケーキを食べ季節的なイベントを開催することができました。日曜日には利用者さんと一緒にお昼ご飯を作りました。ピーマンを手際よく包丁で切り焼きそばを作りました。調理されている時の表情は生き生きとしていました。洗濯物たたみや、お盆吹きなどできることを利用者さんと一緒に行っており、家事しながらも楽しく会話しています。










【小規模出雲・グループホーム出雲　合同の取り組みについて】
２月２７日に「認知症サポートオレンジカンパニー」の更新研修を受講しました。介護センター出雲のスタッフも参加し、認知症について深く、楽しく学ぶことができました。









〈運営状況報告についてご意見〉
・高齢者さんの誤嚥性肺炎について、重症化の危険もあるため注意が必要だなぁと感じました。
　グループホームも小規模も【平均介護度】という言葉を使っておられるが、これはどういった
　意味がありますか？（民生委員様）
・（事業所）介護サービス事業所の指標に用いられるもので、グループホーム、小規模のご利用者
　さまの介護度について（要介護1～5）と区分される中、事業所を利用する方の平均を示すもの
となります。

〈活動報告についてご意見、ご感想〉
〈グループホーム〉
・老いていくということ、死を穏やかに迎えるというところでは、施設入居の方も一つの段階
　に入っておられるんだなぁと思います。穏やかに過ごせたらいいなと思います。
　いずれは自分達も通る道なんだろうな…と感じています。
　入居さんの中に、何かを自ら「やってみよう！」という方はおられますか？（町内会長様）
・（事業所）自ら○○をしてみたい！と言われることはほとんどないですが、一緒に散歩に
　出掛けた時に、「桜を見にいきたいですね～」などの会話はあります。
・90代の叔父が、施設に入ることを渋っており、時々携帯をかけてくることもあります。
　見ている家族は大変だろうな…と思います。グループや小規模のような施設は、家族さんの
　支えになっていると思います。（町内会長様）

〈小規模〉
・お便りを見て、「認知症オレンジサポートカンパニー」というものを初めて知りました。
　色々と取り組んでおられますね（出雲市役所高齢者福祉課）
・お便りの中に、タオルの寄付についてお知らせがありますが、こうやって書いてあると
　何が今必要なのかが分かっていいなと思います。（出雲市役所高齢者福祉課）
・タオルの寄付について、現在集まっていますか？集まって、ウエスを作ったりしている
　方々もおられるため、声をかけてみます。（大社あんしん支援センター）
・自分達も新年度の会で皆さんに話をしてみます。（町内会長様・民生委員様）
・（事業所）皆さまにご協力をしていただくことで、地域の方との交流にも繋がっていくと
いいなと思います。

３.グループホーム出雲　外部評価　　　

４.身体拘束等適正化委員会について 
　　　〔　身体的拘束等適正化委員会会議議事録参照　〕

５.その他ご意見、ご要望
（福祉委員様より）
施設近くに１２月オープンで「イチゴ畑」が完成します。イチゴが収穫できるのは、来年
　になりますが、ぜひ施設のレクリエーションとして行ってみられるといいと思います





次回開催5月


